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𝑝 + 𝛾target ⟶ 𝑛0𝜋
0 + 𝑛+𝜋
+ + 𝑛−𝜋
− + ⋯ 
も同時に起こっていると考えられる。ここで、 𝑝 は陽子、 𝛾target は低エネルギーの標的光子、 𝑛0, 𝑛+, 𝑛− 
は生成されるπ中間子の個数を表す。これにより生成された 2次的荷電中間子は崩壊して、最終的にニュート
リノを含む 6 つのレプトンが生成される。本研究では、既述した X 線放射機構の妥当性を検証するために、








で表されるとして、指数 𝛼 やカットオフエネルギー 𝐸cut を変化させたときに生成されるニュートリノがど






各ニュートリノの光度（ 𝐸cut = 0.1, 𝛼 = 2.0 の場合） 
 
𝜈𝑒 のフラックス（ 𝐸cut の変化について） 
 
𝜈𝑒 のフラックス（ 𝛼 の変化について） 
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